
（別紙３）

～ 2026年2月10日

（対象者数） 65 （回答者数） 58

～ 2026年3月19日

（対象者数） 6 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・送迎時や面談などを活用し、お子さまの成長や日々の様子

について保護者と共有する機会をさらに充実させていく。

2
・保護者の声を大切にしながら、より安心して通える事業所

づくりに努めていく。

3

・土曜・祝日の提供時間については、運営体制や職員配置を

踏まえながら、今後の運営の参考として検討していく。

・長期休み期間の活動や楽しみの要素についても、子どもた

ちが意欲的に通える環境づくりの観点から検討していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・土曜・祝日の提供時間について、運営体制や職員配置を踏

まえながら、保護者のニーズも参考に今後の運営の検討材料

とする。

2
・送迎時の会話や連絡帳、面談等を活用し、子どもの様子や

成長について保護者と共有する機会を増やす工夫を行う。

3

・支援計画作成時の面談や日々の関わりの中で、お子さま一人

ひとりの様子を丁寧に把握し、個別性を大切にした支援を行っ

ている点。

・支援計画作成時の面談において、保護者のご意見やご家庭で

の様子を丁寧に伺いながら支援内容に反映している。

・子どもが楽しみながら参加できるイベントや活動を実施し、

通所への意欲につながっている点。

・子どもの気持ちや特性に寄り添った支援を行い、安心して過

ごせる環境づくりができている点。

・日々の支援の中で子どもの変化や成長を観察し、職員間で共

有しながら支援の統一を図っている。

・季節行事やイベント活動を取り入れ、楽しみながら社会性や

集団活動を学べる機会を作っている。

・可能な限り、送迎を実施することで、保護者の負担軽減と安

全な通所環境を確保している点。

・送迎時の会話や連絡帳等を活用し、保護者との情報共有を大

切にしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・土曜・祝日の提供時間が他事業所と比較して短く、保護者の

ニーズに十分応えきれていない可能性がある点。

・土曜・祝日の提供時間については、職員配置や運営体制、送

迎体制などを踏まえた運営上の制約があること。

・保護者と子どもの成長についてゆっくり話す機会が十分に確

保できていない点。

・日々の支援や送迎業務等により、保護者とゆっくり情報共有

を行う時間が取りづらい場合があること。

2026年3月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年2月27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 Gripキッズ両国校　

○保護者評価実施期間 2026年1月23日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


